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茅ケ崎市青少年指導員だより
第 27期 活動目標
0青少年指導員は、子どもたちが明る<健やかに育つよう、各種研|1多や協力事業に積極的に取り組み資質向上を
図り、情報を発信し地域づ<り に努める

しい
年 指

青少年指導員だよ‖は、第 100号 を迎えきした r

今回の「青少年指導員だより」で、通算第 100号となりました。これを記念 して新たにタイ トルを

「えばしいわ」とし、さらにみなさんに読まれる紙面構成で青少年指導員の活動を紹介 していきますの

でお読みください !

今回は、「青少年指導員だより」や茅ヶ崎市のできごとなどを年表にして掲載 しています。

第 27期として、松本会長と青少年課 関山課長に抱負などを伺いました。
■青少年指導員連絡協議会 会長 松本陽子■
2020年はオリンピックイヤー。期待と感動の年となるはずで したが、コロすに始

まリコロすで終わつて しまいました。私たちの活動も 7月 になつてようや<始まり、

このような状況下で何ができるかを考えながら部会・ 委員会活動を進めてきました。

残念ながら 2月 に計画 していた『青少年健全育成ポスター展示』『青少年育成のつど

い』は中止となりましたが、『愛のパ トロール』『有害図書回収』、青少年健全育成ポ

スターの制作依頼、備品の修理・ 貸出、そ して広報紙第 100号の発行ができました。

広報紙は 100号を記念 して「えばしいわ」という名前が付きました。

私たちの任期も残すところあと 1年。願わ<ば、全員で集まつて研修ができれば、
直接子どもたちに接し活動ができれば、『成人のつどい』で新成人を祝福できれば、と
切に思っています。また、この大変な時期を過ごした子どもたちの成長を応援していきたいと思います。

■青少年課 課長 関山知子■
青少年指導員だより 第 100号に寄せて

青少年指導員だよりの第 100号発行おめでとうございます。

第 1号の発刊から40年余り。この間、5校の小学校が開校し、人□も 16万人

から 24万人となりました。青少年指導員のみなさまには、その時長の青少年を取

り巻<環境の変化やニーズに対応し、変わらぬ愛情と熱意をもつて青少年健全育成

のため活動していただいていることに感謝しております。

子どもたちが青少年指導員のみなさまをはじめ地域の方々に守られ、交流するこ

とは、lb身ともに健やかに成長することに欠かせない要素のひとつです。これから

も地域に育つ青少年のため、みなさまの絶え間ない活動をお願いし、ごあいさつと

させていただきます。おめでとうございます。

★第 100号力1ら青少年指導員だよ‖のタイト′Lを『えぼしいわ」に変更し春す。

茅ヶ崎サザンCの中から

見える「えばし岩」
ロゴマークのイメージ

え :笑顔があふれる研|1多 しながら

ぼ :ボランティアで健全育成の活動

し :市民のみなさんに広報紙などで

い :い つはい活動を知ってほしい

わ :私たちは青少年指導員です
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タイ トルの由来は、みなさんご存じの

「えばし岩」です。「湘南を歌った歌の中

に数多<登場する、茅ヶ崎のシンボル『え

ばし岩』。正式名称は『姥島 (うばじま)』

といいます。」(茅 ヶ崎市 HPより)

青少年指導員のロゴマークにもデザイ

ンされ、その活動を紹介する「青少年指

導員だより」をみなさんに身近に捉えて

もらえるように、やさしい言葉で認知度
のある言葉を選んで『えばしいわ』 |こ決
めました。
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●青少年指導員の活動紹介

青少年健全育成ポスター展示
市立中学校に依頼し生徒がポスター

を制作しています

行政研修
青少年指導員としての資質向上
をはかる研修です

全体会
青少年指導員の交流を
深める事業です

社会環境実態調査
県から委託され各店舗の実態調査
を行います

指導員研修
各自のスキルアップのための
研修会です
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市民ふれあいまつり
青少年健全育成ポスター展示や
バルーンアートの指導を行います

青少年会館フェスタ
子どもたちがミュージック
ベルを体験しています

愛のパ ト□―ル 青少年育成のつどい 子ども会新役員研修会
新役員の方長に子ども向けの
ゲームや備品を紹介しています

講演会や子どもたちに向けて
まつりなど企画開催しています

有害図書回収

を図る目的で、「有害図書追放ポ
ス ト」を茅ケ崎駅南□階段下に
設置し、茅ヶ崎市青少年補導員
連絡協議会が中心となり、茅ヶ
崎ライオンズクラブの協力を得
て、「有害図書を家庭に持ち込ま
ない」運動の一つとして行つて
きました。
平成 18年 4月からは

青少年指導員が毎月 1回、
回収作業を行つています。

ちがさきスボーッ・
レクリエーシ∃ン
フェスティバル 県立茅ケ崎養護学校文化祭   成人のつどい

●有害図書回収
茅ヶ崎市では、昭和56年にF

子どもの非行防止と健全な育成 暉

●令和 2年度青少年指導員の表彰
神奈川県青少年指導員連絡協議会表彰
・小里予  月月有B[円   iヨi]

茅ヶ崎市表彰
・ 土屋  豊 [浜之郷]

茅ヶ崎市教育委員会表彰
0日丼 由記子 [鶴 嶺]

・中山  雪枝 [松 林]

・小野  朋郁 [円 蔵]

・池内  敦子 [室 田]

・今給黎 照夫 [浜之郷]

・佐々木 睦子 [汐見台]

<表彰された 8名の方皮>

・相内 ゆかり[東海岸](退任)

L
pl■E::

図書館の本は

入れないでね !
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有害図書回収累計

(令和2年4月
～令和3年2月 )

有害図書 一般図書 総重量

雑誌・ マンガ 文庫 D∨D ビデオ 雑言志・ マンガ 文庫
355kg

587円 127冊 658本文 213本 129冊〕 20円
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茅ヶ崎市青少年指導員連絡協議会

茅ヶ崎市青少年指導員連絡協議会

茅ヶ崎市教育委員会青少年課

広報部会

電話 0476-82-1111(内 線 3351・ 3352)

長  : 松本 陽子Zヽ
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